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レジリアンスプロジェクト第２回ワークショップ 
 
日時： 平成１９年５月１１日（金）14:00-18:00  ５月１２日（土）8:30-17:00 
場所： カリアック（商工会議所福利研修センター） 
〒431-1207 静岡県浜松市村櫛町４５９７ 
Tel: 053-484-4155/Fax: 053-484-4150; URL: http://www.curreac.co.jp; E-mail: gd@curreac.co.jp 
 
プログラム（発表 10 分、質疑 10 分） 
５月１１日（金）カリアック第 11 研修室 
14:00-14:15 受付 
14:15-14:30 開会の挨拶・レジリアンスプロジェクトの経過説明 
  「社会・生態システムの脆弱性とレジリアンス」 
   
（司会 梅津） 
14:30-14:50 インドタミールナドゥの降水変動 
谷田貝 亜紀代 （地球研）、V. Geethalakshmi（タミルナドゥ農業大学） 
14:50-15:10 津波による土壌および地下水の塩性被害からの回復 






野呂 葉子 （京都大学大学院農学研究科） 
15:40-16:00 生業技術の把握とその多様性の評価 
宮嵜 英寿 （地球研） 
16:00-16:20 適正技術のための土壌管理オプションの融合 
Moses MWALE（ザンビア農業研究所 (ZARI)）   
   
（司会 LEKPRICHAKUL） 
16:20-16:40 農家家計の脆弱性の決定因：ブルキナ・ファソの事例 
櫻井 武司 （農林水産政策研究所） 
16:40-17:00 シナゾンウェにおける気象観測計画 









村尾 るみこ （京都大学大学院アジアアフリカ地域研究研究科） 
 
18:00-  テーマごとの打合せ（各自） 
 
19:00-21:00 懇親会 （カリアック内） 
 
５月１２日（土）浜名湖国際頭脳センター 212 号室（Tel：053-484-4000） 
（司会 梅津） 
8:30-9:30  ビジネスミーティング 
   現地での測器展開とテーマ間連携について 
 
9:30-10:30    テーマごとの進捗状況報告と今年度の研究計画 
   テーマ I「環境変動下での生態レジリアンスと人間活動」 
    真常 仁志 （京都大学大学院農学研究科）    
     
   テーマ II「農家家計は雨期のいつ、どのようにしてショックを予見するのか： 
ザンビアにおける詳細家計調査のデザイン」 
 櫻井 武司 （農林水産政策研究所）    
     
   テーマ III「脆弱性とレジリアンスに関するポリティカルエコロジー： 
歴史的・制度的観点から」 
 島田 周平 （京都大学大学院アジアアフリカ地域研究研究
科） 
テーマ IV「社会-生態システムに対する統合解析」 






半澤 和夫 （日本大学農学部） 
11:00-11:20 ザンビア食糧安全保障に影響を与える経済的、社会的要因 




佐伯 田鶴 （地球研）  
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11:40-12:00 土地利用変化と生態システムへの影響モニタリングのための予備解析 





松村 圭一郎 （京都大学大学院人間・環境学研究科） 
13:20-13:40 2004/2005 年農作期収穫への旱魃の影響 
Thamana LEKPRICHAKUL （地球研） 
13:40-14:00 広域世帯調査の概要と空間情報との融合の可能性 
梅津 千恵子 （地球研） 
14:00-14:20 データの空間利用・空間解析とデータ統合 

















17:00  閉会 
 





会場： 小樽グランドホテルクラシック・クラシックホールhttp://y.gnavi.co.jp/102766/  
〒047-0024 小樽市色内１丁目８番２５号 TEL.0134-25-9900 FAX.0134-25-9700 
 
プログラム  
8:00- 9:00 テーマ別会議 
9:00-9:15  「今年度プロジェクト活動のまとめと来年度計画」 梅津千恵子（地球研） 







10:45-11:30 Applied research and socio-ecological resilience: social learning, people-driven 
development and climate 
Lawrence Flint (ENDA and RIHN) 
11:30-12:00 テーマ１「環境変動下での人間活動と生態レジリアンス」における研究の進捗













15:45-16:15 RIHN Agricultural Household Survey Report, 2005/2006 

























日時：2007 年６月 20 日（水） 15:30-16:45  
会場：地球研セミナー室３・４ 
タイトル：適正技術のための土壌管理オプションの融合と環境変動下での生態レジリアンス 
























日時： 2007 年７月３０日（月） 15:30-16:45  
会場： 地球研 講演室 
タイトル： 聖書を生きる 
       ―南部アフリカの社会変動とその対応としてのキリスト教独立教会の展開 










日時：2007 年 11 月 22 日（木）15:00-16:30 
場所：地球研セミナー室３・４ 
講演者：Prof. Gear Kajoba, University of Zambia（招へい外国人研究員） 
タイトル：Vulnerability and Resilience of Rural Society in Zambia: From the View Point of 
Land Tenure and Food Security 






 しかし、植民地政策による労働移動と土地分配により、Bemba 族のチテメネシステ 


















日時：2008 年 2 月 15 日（金）15:00-16:30 
場所：地球研セミナー室１・２ 
 
講演者１：中村哲也（京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科） 
タイトル：ザンビア南部丘陵地における農耕民トンガの生業に関する研究 
[要旨] 1950 年代後半に、ザンビア南部のザンベジ河ではダムの建設に伴い、大規模な人口
湖がつくられた。その結果、5 万人以上のトンガ人が移住を余儀なくされ、湖畔平野部へと
移動した。しかし、彼らはそこで、干ばつと慢性的な土地不足に悩まされ続けた。こうした
背景のもと、平野部から再び移住する人が現れ始め、調査地はその候補地のひとつであった。 
調査村は、湖畔平野部と高原地帯の間のミオンボ林に覆われた丘陵地に位置する。発表者
は、平地で農業を主たる生業として暮らしてきた「農耕民」トンガが、丘陵地という環境の
なか、どのような生業を営み生計を維持しているのかについて、彼らの社会構造との関連で
考察することを目的としている。 
 
講演者２：伊藤千尋（京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科） 
タイトル：農民の生計戦略としての出稼ぎ労働―ザンビア南部州の事例から― 
[要旨]  アフリカ農村は農業を基盤としているが、現金経済の流入によって農業のみで生計
を維持することが困難となっている。そこで、農民は生計を多様化させ、起りうるリスクに
対応してきた。ザンビアの農村地域でも、農業活動は現在に至るまで重要な世帯収入源とな
っているが、古くから「出稼ぎ労働」をはじめとする農外活動が農家世帯の経済にとって重
要な役割を果たしてきた。 
ザンビアは植民地期から国内外への労働移動が盛んであったが、それらは鉱山やプランテ
ーションへの労働力供給という文脈で発生し、現在の農村からの出稼ぎ労働とは形態も背景
も異なっている。そこで、本報告では出稼ぎ労働を農民の生計戦略の一つとして捉え、農村
への影響とその役割を明らかにすることを目的としている。今回の発表では、調査村におけ
る出稼ぎ労働の特徴を紹介し、その役割を検討したい。 
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